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『園冶』の日本への伝播とその影響＊ 
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要旨 
本文は『園冶』の日本における版本の保存、及び世界への流布の現状を研究し、さらに「園
冶」の術語の受容と定着、また近現代日本学術への『園冶』の影響を研究する。そのうえ
日本在住の外国学者の研究成果、及び日中の間の『園冶』を巡る情報交流などを総合的に
まとめ、今迄の日中間の『園冶』の伝播と研究におけるその歴史と現状を全面的に把握し
ようと試みる。 
＊本文は 2019年中国西北大学「日中文化国際シンポジウム」で発表した論文を加筆修正したものである。 
 
  序論 
 
  中国庭園研究史の中で極めて重要な古典文献である『園冶』は、明崇禎四年（1631）に
完成され、崇禎七年（1634）に刊行された。知られている限り現存の中国前近代の唯一の
造園専門書であり、中国庭園史ではかけがえのない地位を持っており、そして中国古代園
林美学と造園理法を理解するための必読文献でもある。『園冶』の明序刊版本１の中の「阮
大鋮序」、「鄭元勲序」と「計成自序」から分かるように、この本は中国の造園美学と芸術
の精華を高度に体現している。作者は庭園の美的境界に精通しているだけでなく、境地美
学を庭の造景の技法に活用し、境地の哲理と造園の実践を一つずつ整理して多くの庭園の
建築概念を作り出し、初めて中国古代の庭園美学と造園芸術を集大成したのである。 
『園冶』は書名を変更して日本に輸入された後に、これらの版本は日本で適切に保存さ
れて継続的に読み継がれ、江戸時代から特に近代日本の造園学、美学、美術学、文学など
多くの学術分野に様々な影響を与えた。 
近代日本造園学の啓蒙文献として、日本の造園界は『園冶』を「世界造園学の最古の名
著」と絶賛した。橋川時雄はそれを「造園の指南書」また「時代文学の読本」と呼んでい
た 2。佐藤昌は『園冶』の価値は中国の古典園林造園理論の精髄をカバーしているだけでな
く、これらの理論と思想は現代庭園にも重要な啓発的意義を持っていると考えていた３。田
中淡は、『園冶』は日本古代の造園書と比べ、「技術的な面に止まらず、さらに理論的な原
則と実用的な手法をも結びつけている」と述べた４。故にこの本は近代日中両国の園林造園
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美学において、一代の気風を先取りする重要な意義があるとも言える。陳植が『園冶注釈』
の第二版の「重印園冶序」で述べたように、「（中国において）「造園」という言葉が文献に
見られたのはこの本（すなわち『園冶』）が最初であり、その上日本にもこの本により初め
て「造園」を正式な学術用語として援用した。正に世界科学史における中国の科学業績の
光栄の一ページとも言えよう」５。1930年代、中国営造学社の朱啓釿、闞鐸らのたゆまぬ努
力の下で、北京図書館で購入された明版『園冶』の残本と日本内閣文庫明序刊蔵本の影印
本を参考にして、全書の復原を成し遂げ、『園冶』は出版されて 300年後にして再び中国国
内に現われることになった。陶湘はまずそれを『喜詠軒叢書』に収めて印刷し（即ち喜本）、
その後闞鐸等が図式と句読を校勘した後、それぞれ北京の中国営造学社と大連の右文閣書
店で再刊した（即ち営造版）。やがて営造版の影響が広がり、1981年に陳植がそれに注釈を
付して『園冶注釈』を出版した。現在この本（第一版、第二版）が最善の版として中外の
学界に認められている６。 
 
一  『園冶』の日本伝来とその古版保存の状況 
 
 江戸時代中期から『園冶』は中国の古典文献の一つとして日本で重視され、中日貿易の
中心地である長崎港を経て日本に伝えられた 7。『園冶』の日本伝来については、大庭修『江
戸時代における唐船持渡書の研究』8で詳しく確認できる。元禄十四年（1701 年、清康煕四
十年）日本は中国から三冊セットの『名園巧式奪天工』（『園冶』の異名）を導入した。正
徳二年（1712 年、清康煕五十一年）日本では既に四冊セットの『園冶』が存在し、享保二
十年（1735 年、清雍正十三年）日本では四冊セットの『奪天工』（『園冶』の異名）が三部
存在していたことが判明している 9。さらに、日本の現代中国文学者の橋川時雄は、大庭修
の研究を参考にし「園冶」の日本に輸入されるルートについても考察した 10。橋川氏の推測
によると、上記の正式的な書目以外にも、まだ登録されていない『園冶』の版本が様々な
ルートで日本に流入した。そして彼が所有している『木経全書』という版本は実は上記の
目録に記入されていない版本の一つである。以上から『園冶』が日本で漢学界の歓迎を受
け、清朝政府に禁書にされても、中国国内の坊間本が日本に輸出され続けていたことが明
らかである。 
 現存文献の限りにおいて、『園冶』は江戸元禄 14 年（1701）以降に日本に伝わったこと
が判明している。そして明治と大正からより広く流布し、複数の版が共存するようになっ
た。陳植が『園冶注釈』の序文で指摘したように、1920 年代彼が東京帝国大学本多静六教
授の造園学研究室で明版の三巻三冊の『園冶』を目睹したとされているが、今調べたとこ
ろ、東京大学の各図書館と研究室の蔵書目録には載っていないようである 11。ほかに京都大
学と京都工芸繊維大学の付属図書館では、「渋園陶氏崇禎本重印」と標識する陶版『園冶』
の蔵書も確認される。この版の『園冶』は陶湘（号渉園）が明版をもとに 1931年に復刻刊
行し、その後日本にも流入した。 
 周宏俊らの研究考証により 12、更に日本国立国会図書館、日本国立公文書館の図書検索シ
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ステム、そして橋川時雄らの先行研究を通じて確認できた日本の現蔵古版『園冶』は、下
記の「日本現存古版『園冶』における蔵書状況一覧表」のように十種類にのぼる。その内
に刊本と言えるのは国立公文書館の蔵本『園冶』と橋本時雄蔵本『木経全書』の 2 種類だ
けであり、国立公文書館の所蔵する『園冶』は即ち中国の研究者によく知られた内閣文庫
明序刊行の『園冶』と同じものである。国立公文書館の解説によると、この版は明朝崇禎
七年（1634）の序刊でありながら、元々『紅葉山文庫』の蔵書だったものが内閣文庫に移
管された故に、江戸正徳二年（1712）に日本に最初に伝来した『園冶』の版である可能性
が高いと考えられる。橋川時雄が所蔵した『木経全書』は 1970年に「園冶」という名付け
で出版され、氏の解説を含め日本近代以来最初に刊行された『園冶』と言える。『木経全書』
の扉には確かに「隆盛堂梓行」という文字が印刷されているが、中国か日本のどちらで刊
行されたのかはまだ不明である。橋川本人の考察によれば、『木経全書』は明版『園冶』と
同じ版木のため、中国から伝わったものと氏が推測される 13。 
 日本国立公文書館には『園冶』のもう一つの版があり、橋川氏はその「園冶」が正に中
国明版の『園冶』と同様に上・中・下三巻三冊から構成され、表紙にも「園冶」の二文字
がタイトルとして書かれており、「昌平坂学問所」という印鑑も押してあることを確認した。
そして扉にも「名園巧式奪天工」というタイトルがある上に、右側に「松陵計否先生著」
と書いて、左側に「華日堂蔵書」と書いてあると橋川氏が指摘している。このような同じ
扉の構成は他の 3 つの版にも見られ、一つは森鴎外の私蔵書であったが、現在東京大学総
合図書館に収蔵されている版であり、他の二つは国立国会図書館に収蔵されている版であ
る。以上の四つの版は全て写本であり、しかも同じ「華日堂版」を元にしたものでもある。
国会図書館所蔵の一冊が一巻の残本である以外、他の三冊は全て三巻の全巻である。その
中の国立公文書館の『園冶』には、扉に「昌平坂学問所」の印鑑があるように元は林家（大
学頭）の蔵書で、巻三の末尾に「寛政七年以近藤重蔵本清書録」と書いており、1795 年の
写本であると判断できる。 
日本現存古版『園冶』における蔵書状況の一覧表 14 
表紙タ
イトル 
扉のタ
イトル 
写本／ 
刊本 
卷冊 
の数 
版本別 元の蔵書
の処 
現在の蔵
書処 
収蔵 
時期 
備考 
園冶 無 刊本 3巻 
3冊 
明崇禎七
年 1634序
刊 
紅葉山文
庫 
国立公文
書館 
江 戸
末期 
『園冶』序文、
橋 本 時 雄 解
説、公文館解
説。 
不明 名園巧式
木経全書 
刊本 3巻 
3冊 
隆盛堂版 不明 橋本時雄
蔵書 
 橋本時雄
解説 
園冶 名園巧
式奪天
工 
写本，寛政
七年以降
藤重蔵書
3巻 
3冊 
華日堂版 昌平坂学
問所（林家
大学頭蔵
国立公文
書館 
江 戸
末期 
橋本時雄
解説、公
文館解説 
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謄本。 書） 
奪天工 名園巧式
奪天工 
写本，
江戸 
3卷 
3冊 
華日堂版 宮川文庫 国会図書
館 
明 治
28年 
 
園冶 無 写本，
江戸 
3卷 
3册 
華日堂版 不明 国会図書
館 
明 治
38年 
 
無 名園巧式
奪天工 
写本，江戸
末明治初 
3卷 
1冊 
華日堂版 森鴎外 東京大学 大 正
15年 
 
園冶 名園巧式
奪天工 
写本， 
江戸 
1 卷 1 冊
(第 1 卷) 
華日堂版 白井氏蔵
書 
国会図書
館 
昭 和
15年 
 
園冶 無 写本，
江戸 
2 卷 1 冊
(第 1，2 卷
一部) 
不明 不明 国会図書
館 
昭 和
17年 
 
園冶・夺天
工、玉池仙
館本 
無 写本 3卷 
3冊 
華日堂版 不明 京都大学 昭 和
39年 
 
奪天工 無 写本 1 卷 1 冊
(第 2卷) 
不明 不明 関西大学 不明  
上記の日本十部の古本『園冶』の中に、六部は全て「華日堂版」である。中国国家図書
館検索システムの「華日堂」の項を調べれば、清代の伍涵芬が書いた『偶詠草続編』は康
熙四十年（1686）に華日堂により刊行され、且つこの『偶詠草続編』は『四庫全書存目叢
書』から取り集められていたという記録がある。同じ著者の『読書の楽しみ（中国名：読
書楽趣）』には、民間の競売が記録されていて、その本には「康煕三十七年華日堂刻本」15
と表記されている。これで分かるように、華日堂とは中国清代の書籍発行の出版機構であ
り、故に華日堂版の『園冶』は中国から日本に輸入したものであると考えられる。一方、
橋川時雄個人所蔵の『園冶』の刊行所と言われる「隆盛堂」は、まだ詳しい由来を確認す
ることができていない。 
 上記の日本十部の古本『園冶』には八部の版本が明代出版と隆盛堂版、華日堂版などの 3
つの版に分けられ、そのためこの八部は全て中国から日本に伝わった版だと考えられる。
残りの二部は最終的に由来を確認しかねるが、周宏俊らが第 2 巻の図例を分析した結果、
華日堂版に基づいた写本の可能性が高いと判断される。要するに、江戸時代の『園冶』は
日本で出版されたものではなく、中国の刊本が日本で鈔写された写本として伝来してきた
ものと推測されるため、江戸川時代にはその写本の普及範囲が極めて限られていたことは
想定できるだろう。 
 上記の日本にある十部の古本の「園冶」の内に、現在公共図書館により収蔵されるのは
六部で、即ち国立公文書館の二部と国立国会図書館の四部であり、しかもその六部におけ
る対外公開の時間もそれぞれ違う。国立公文書館の二部の内に、明代崇禎七年版の『園冶』
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は本来「紅葉山文庫」に所蔵され、そして「紅葉山文庫」とは江戸時代幕府官営の図書館
とも言うべき存在だった。当初江戸幕府将軍の個人利用のために設立されたものであった
が、その後幕府の諸機関や関係者、幕臣の尾張藩、加賀藩などの利用も許可されるように
なった 16。明治維新以降、「紅葉山文庫」は幕府の太政官文庫から内閣文庫に移されて継承
された。他方、国立公文書館のもう一部の清代華日堂版『園冶』は、もともと「昌平坂学
問所」により所蔵されていた。寛政年間に設けられた「昌平坂学問所」は、林羅山を始め
林家大学頭が世襲的に主宰し、幕府将軍のために武士を養成する学校（儒家思想の教育機
関）であり、各地の藩士と外来者にも公開された 17。 
 上述の「昌平坂学問所」と「紅葉山文庫」との蔵書は、共に明治以来の内閣文庫蔵書の
礎を築いた。明治維新後、「昌平坂学問所」の蔵書は複雑な変遷を経て、1872 年から「書籍
館」として一般大衆に公開され、日本初の国立開放型図書館とも言える 18。一方、「紅葉山
文庫」の蔵書は皇居城内の古書庫がそのまま保存され、1884 年に明治政府の内閣文庫に移
管された（1885年 12月まで「太政官文庫」と呼ばれた）19。その内閣文庫は 1884年に設立
されたが、もともと官庁内部専用の図書館として各官庁のみに開放されていて、1907 年か
ら一部が大衆にも開放されつつある 20。 
 また上記の十部の古本『園冶』の内に国会図書館に所蔵される四部は、いずれも日本帝
国図書館時代に購入されたもので、帝国図書館の収蔵印鑑が押印されている。その収蔵時
間は 1895年、1905年、1940年、1942年と順になる。内に一部は「宮川文庫」に所属され、
もう一部には「白井氏蔵書」という印章が押されているため、この二部の「園冶」とも帝
国図書館に買収される前に個人蔵書である可能性が高いと考えられる 21。 
 
二  日本所蔵の『園冶』における古版の選別 
 
（一）天下孤本，正統嫡出――日本国立公文書館所蔵の「内閣文庫明序刊彫刻本」蔵本 
 清朝によって『園冶』が禁書にされてから、多くの民間書商の刊刻本が日本に秘かに輸
出されたにもかかわらず、中国国内では完全な原版『園冶』が一部も残さないことになっ
た。今日知られるに限り『園冶』の現存古版と言えば、やはり日本国立公文書館（元内閣
文庫）の所蔵明序の版本（即ち内閣文庫版本）こそが、国内外で最も完全に保存されて、
極めて貴重である。原書の利用権限は「公開閲覧」となり、原書の画像データはオンライ
ンで閲覧でき、ダウンロードも可能である 22。 
 1930 年代に中国営造学社が『園冶』を出版する際に、朱啓釿、闞鐸らは多方面にわたっ
て努力し、『園冶』の復刊を回復しようと試みた。当時、日本美術史家の大村西崖は 1921
年に北京を訪れ、北京大学美術史教授の葉澣（1861-1936）に会った時に、日本内閣文庫（現
公文書館）に明序彫刻版「園冶」が所蔵されていると言及した。葉澣はこの情報を順天時
報に勤務する橋川時雄に伝え、橋川時雄はまた友人の朱啓釿（1872-1964）と闞鐸（1875-1934）
に教えた。これが営造学社の重刊『園冶』を企画した際に日本所蔵の明序刊本に依拠して
校閲できる重要なきっかけとなった 23。朱啓釿、闞鐸らはその後、北京図書館所蔵の『園冶』
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の残巻と日本内閣本との対校審査を村田志郎らに依頼し、様々たゆまぬ努力の結果、『園冶』
刊行から三百年後の 1932年には初めて中国国内で再刊できるようになった。 
 日本国立公文書館が所蔵する『園冶』は三巻三冊で、開本は約 28 センチ、幅は約 17 セ
ンチ、表紙には「園冶」という二文字があり、表紙の裏には「安慶阮衙藏板如有翻刻千里
必治安慶阮衙蔵板如有翻印千里必治」という楷書の陽刻丸印があり、ほかにもう一方の「扈
冶堂図書記」の篆書陽文方印もある。巻一には興造論、園説、相地、立基、家屋、装摺な
どの部分を含み、そして巻一の巻頭に阮大鋮序（崇禎甲戌）と計成自序（崇禎辛未）が存
し、鄭元勲序（崇禎乙亥）がないことにより、この版は崇禎甲戌、即ち 1634 年刊行された
ものと判断される。巻二の全冊は欄干について記述する部分であり、巻三の内容は門窓、
壁、敷地、摺山、選石、借景などから構成される 24。 
 
（二）長期導入、多本共存――日本の『園冶』諸蔵本 
国立公文書館明版『園冶』のほか、日本にはいくつかの関連蔵本が保存されている。『園
冶』の版本については，陳植などの先達学者が既に多く先行研究されたが、最近中国国内
では、韋雨涓の「造園奇書『園冶』の出版と版元の源流についての考察」25、梁潔の「『園
冶』における若干の明版本と日本写本との分析」26などの論文がある。そして日本伝存の『園
冶』の版本における研究について、中国上海同済大学建築と都市計画学院の周宏俊准教授
が東京大学博士の在学中に何本かの『園冶』版に関する見解を、主に「借景」の観点から
論じた一連の論文を発表し、そこでは特に以下の三つの日本の蔵本を詳しく調べて分析し
た 27。 
１、隆盛堂版『木経全書』 
 国立公文書館所蔵の明版の内閣本を除き、刻本は橋本時雄の所蔵する「木経全書」とい
うタイトルの『園冶』28 しかなく、他はすべて写本である。橋川時雄 29（1894-1982）は北
京に 33年間住んで働いたことがあり、中国の文人名士と親密に付き合い、当時営造学社の
メンバーでもあった 30。戦後東京の古本屋で偶然「木経全書」に出会い、橋川時雄はそれを
解説して 1970年に影印し出版した。三巻三冊の『木経全書』では鄭元勲序があるが阮大鋮
の「冶序」がない。「木経全書」というタイトルの 4つの大きな字は表紙の裏にあり、上に
「名園巧式」の 4 つの字、右に「松陵計無否先生著」と「古文英発集即出」という文字、
左に「新鐫図像古板魯班経奪天工原本”和“隆盛堂梓行”という文字が配されている。橋川時
雄と梁潔の論文は『木経全書』と内閣文庫本『園冶』が同じ刻本であり、両者の字形や筆
跡も完全に同一であると認定している。また韋雨涓の論文により、隆盛堂が清代山西省太
原の辺りの刻本坊であることと考証される。 
２、国立公文書館蔵明代序刊 
 『園冶』は日本に二百年以上前に伝わってきたが、日本で復刻されずに写本だけが十種
類近く作られた。具体的には日本国立国会図書館、東京大学、京都大学、東京国立博物館
などに所蔵されている。総合的に分析してみると、基本的には「華日堂」という名前の版
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から写したものが多く、華日堂と表記された表紙裏が多くは共通している。中でも典型的
なものと言えば国立公文書館が所蔵する写本の「園冶」があり、内閣文庫と同じで上中下
三巻三冊に分け、鄭元勲序と阮大鋮序が全て保存されており、表紙には「園冶」というタ
イトルのほか、「昌平坂学問所」、「林氏蔵書」、「浅草文庫」の印鑑も見られるため、江戸幕
府大学頭林家の蔵書と推測できる。その上、巻三の末尾には「寛政七年以近藤重蔵本謄録」
と書かれており、1795年に作られた写本であることを示す。近藤重蔵（1771-1829）は 1808
年から紅葉山文庫（後に内閣文庫に移管）の管理者を務めている。表紙裏には「奪天工」
という大きなタイトルが書写され、その上に「名園巧式」という四文字、タイトルの右側
に「松陵計無否先生著」、左側に「華日堂蔵書」などの文字がそれぞれ書写されてあるほか、
さらに「卓犖観群書」という 5字がある。 
 華日堂については、調べたところにより中国国家図書館に伍涵芬の著書「偶詠草続編」
が所蔵されており、康煕四十年に「華日堂」により刊行されたということのほか、上記の
韋雨涓文の考証で「華日堂」というのは清代文人伍涵芬の家廟の名前であることが分かる。
またかつ、韋文の考証によると「卓犖観群書」の印章は清代太倉蔵書家の謝浦泰の蔵書印
である。 
３華日堂版『奪天工』 
  上記以外にも日本にはいくつかの写本がある。国立国会図書館には「園冶」という表記
の一冊があるが、内容は錯綜している。国会図書館には三巻三冊の本があるが、華日堂の
表紙裏がなく、明治三十八年（1905）に収蔵されたものと考えられる。京都大学図書館に
は「玉池仙館本園冶一名奪天工」と題する三巻の三冊があり、鄭元勲序と阮大鋮序がある。
東洋文庫には「愛岳麓蔵書」と捺印された三巻三冊があり、上記の梁潔論文により江戸の
個人文庫「愛岳麓文庫」の蔵書と見られる。関西大学図書館には第二巻一冊の「奪天工」
が所蔵される。早稲田大学図書館には「園冶欄干抄図」という第二巻が一冊しかないが、
図式のみを写すが文字はない。その他、東京静嘉堂文庫、東京尊経閣文庫などにも似たよ
うな写本が所蔵される。一言では、上記の写本の多くは華日堂写本との文字の欠損が同様
に見られる点で一貫性を示している。橋川時雄氏は解説の中で、内閣文庫所蔵の写本自識
末ページの文字欠損と「木経全書」の類似性を比較し、版の磨耗が原因と判断した。梁潔
論文も複数の写本の類似状況を詳細に比較した。周宏俊の研究では、「借景」における複数
の写本の最後のページにある文字の脱落状況を分析している。 
要するに、『園冶』は日本に伝わってから日本で復刻したことがなく、直接に中国から移
った版本に基づいた写本として伝えられていると考えられる。前述の大庭修の唐船持渡書
の研究には、元禄十四年（1701）『名園巧式奪天工』計一部三冊と、正徳二年（1712）『園
冶』計一部四冊、享保二十年（1735）『奪天工』計四部など、総計三点を記録し、その中で
最初に日本に移った元禄 14年（1701）の版は華日堂版の可能性が高いと言えよう。 
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三 現在『園冶』における世界的な流布の状況 
 
（一）『園冶』全書における世界範囲での流布の状況 
筆者の行った総合統計によると、現在『園冶』全書に関する国内外の研究（注釈）書と
して出版されたものは、中国語 17種類、日本語 4種、英語 2種、フランス語 1種、ハング
ル語 1種で，総計 25種類になる 31。 
1、中国語全文注釈 17種類（「日本国立国会図書館蔵書」を含め、後に「日本国会図書館に
も収蔵」と明記。） 
1-1『園冶』（陶湘喜詠軒叢書[戊編]、表紙裏に「渉園陶氏依崇禎本重印辛未三月書潜題」) 陶
氏石印糸綴版、1931 年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-2『園冶』、闞鐸解説、北平：中国営造学社出版、1932年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-3『園冶』、闞鐸解説、大連:右文閣出版、1933年。 
1-4『園冶』、闞鐸解説、中国営造学社 1932 年版により再刊、北京：城市建設出版社、1957
年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-5『園冶全釈：世界最古の造園名著の研究』、張家驥著、太原：山西古籍出版社、1993年。
(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-6『園冶図説』（中国古代物質文化経典図説叢書）、趙農注釈、済南：山東画報出版社、2003
年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-7『園冶注釈』（第二版）、陳植注釈、楊超伯校訂、陳従周校閲、北京：中国建築工業出版
社、1981年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-8『園冶注釈』（第二版）、陳植注釈、楊超伯校訂、陳従周校閲、北京：中国建築工業出版
社、1988年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-9『園冶』（『中国科学技術典籍通彙・技術巻第二冊・園冶』）、任继愈・華覚明主編、鄭州：
河南教育出版社、1994年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-10『園冶注釈』(第二版)（三卷）陳植注釈、楊超伯校訂、陳従周校閲、北京：中国建築工
業出版社、1999年。 
1-11『園冶』（喜咏軒叢書影印、戊編上）、中国国家図書館古籍文献叢刊・国家図書館分館文
献開發中心編集、北京：全国図書館文献縮微複製センター出版、2005年。(日本国立国
会図書館にも収蔵) 
1-12『園冶：中国古代園林別荘営造珍本』（深度閲読中国古代物質文化叢書）、胡天寿訳注,   
重慶：重慶出版社 、2009年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-13『園冶読本』王紹増注釈、北京：中国建築工業出版社、2012年。 
1-14『釈註園冶：破解中國園林設計密碼』（彩絵図本）、胡天寿註解、台湾：華滋出版社、2012
年。(日本国立国会図書館にも収蔵) 
1-15『園冶』（古刻新韻系列、喜版翻刻）、 杭州：浙江人民美術出版社、2013 年。(日本国立
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国会図書館にも収蔵) 
1-16『園冶注釈』(第二版・改版)陳植・楊超伯注釈解説、北京：中国建築工業出版社、2017
年。 
1-17『園冶』（日本内閣文庫所蔵明序刻版・改版）、北京：中国建築工業出版社、2018年。 
2、日本語注解及び研究など計 4種類(日本国立国会図書館収蔵) 
2-1『園冶』（木経全書本の複製）橋川時雄解説、東京：渡辺書店出版、1970年。（日本国立
国会図書館所蔵） 
2-2『園冶 解説』上原敬二編、東京：加島書店出版、1972年。（日本国立国会図書館所蔵） 
2-3『解説園冶』（シリーズ読みと解説つき造園古書叢書 10）上原敬二編、東京：加島書店
出版、1972年。（日本国立国会図書館所蔵） 
2-4『園冶研究』佐藤昌著、東京：日本造園修景協会東洋庭園研究会出版、1986 年。（日本
国立国会図書館所蔵） 
3、英語訳本 2種 
3-1  The Craft of Gardens (Hardcover), translated by Alison Hardie：with a foreword by Maggie 
Keswick, New Haven: Yale University Press, 1989. （日本国立国会図書館所蔵） 
3-2  Yuanye illustrated: classical Chinese gardens explained（『園冶図釈』三冊），by Wu 
Zhaozhao,Chen Yan and Wu Di：English translated by Jinwu Ma(呉肇釗、陳艶、呉廸 図釈、
馬京勁 英訳)、北京:中国建築工業出版社、2012年。（日本国立国会図書館所蔵） 
4、フランス語訳本 1種 
4-1 Yuanye : La traite du jardin,(Collections jardin et paysages) translated by Che Bing Chiu(Qiu 
Zhiping),Besancon: Les Editions de I’Imprimeur,1997. 
5、ハングル訳本 1種 
5－1『園冶』（원야）（「中國園林藝術의古典的理論書」）、[영인판]版、조경出版社、 
1990年。（日本国立国会図書館所蔵） 
 
(二)  中国で『園冶注釈』（第二版）について（2017 年改版出版） 
『園冶注釈』(第二版・改版)32は陳植と楊超伯により注釈解説されたもので、2017年に中
国建築工業出版社され、同年 10月に「世界最美圖書奨銀賞」を受賞した。今日の学界で最
も評価の高い『園冶』の解説書でもある。本文の前には、『園冶』刊行以来全ての序と跋を
含む。すなわち：羅哲文「総序」、陳植「『園冶注釈』（第二版）序」、陳植「『園冶注釈』序」、
楊超伯「『園冶注釈』校勘記」、陳植「再刊『園冶』序」、朱啓釿「再刊『園冶』序」、闞鐸
「『園冶』識語」、阮大鋮「冶叙」、鄭元勲「題辞」、計成「自序」及び『園冶』本文、陳従
周「跋陳植教授『園冶注釈』」。 
 『園冶』は中国古代の造園史において極めて重要な地位を持つことは周知のことである。
陳植により注釈、楊超伯により校訂されるこの『園冶注釈』（第二版改版）は現時点の集大
成的な研究成果と言えよう。この本には 1981年版の中で中国造園学創始者の陳植先生が『園
冶』のために書いた注釈がそのまま収められている。陳植先生は 20 世紀 50 年代から『園
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冶』を注釈し始め、南京工学院建築学部の劉敦禎、建築科学院の劉致平、同済大学建築学
部の陳従周と楊超伯など多くの学者と切磋琢磨し、補完と訂正を行うことで、できる限り
忠実に『園冶』本来の特色を明らかにしようとした。この本は今の庭園設計者、庭園学専
門の教員と学生、庭園美学の研究者と愛好者にとって極めて重要な参考価値を持っている
と言っても過言ではない 33。  
 
（三）中国で明代序刊刻版『園冶』（日本内閣文庫版）の再刊出版について 
2018 年に中国建築工業出版社が初めて中国国内で日本内閣文庫所蔵の明序『園冶』を影
印出版し、大きな社会反響を引き起こした。建築社版の影印本『園冶』は主に冶序と、自
序、巻一から巻三までの明刻本影印内容などに分けられ、最後に孟兆禎院士などの国内専
門家の 3 つのテーマ研究論文も収録している。本文は保護膜に覆われた特殊紙を採用し、
各巻の前にパルプ紙を改ページとし、1874年刊の「鴻雪因縁図記」の「無錫寄暢園」と「南
京随園」、そして沈復の描いた「如皋水絵園旧跡図」などをそれぞれ引用し、ページを隔て
た挿絵としている。全ての図は金付けにし、文字は白い漆片にやけどをし、前後の二部分
の間には、元代倪瓉の『容膝斎図』を印刷する。明刻本の彫刻版自体は非常に精巧であり、
原書の内容をよりよく反映するために、新版の内容（総目次と、各巻のページ、本文の後
の三つのテーマ論文など）と明らかに見分けられるように、原著の本文は二色印刷を採用
する。要するに、影印本『園冶』は現代的なデザインと製本技術、紙の選択を巧みに組み
合わせることで、明刻版の本来の精巧で美しい彫刻効果と優雅で奥ゆかしい古書の趣を完
璧に再現しようと試みている。 
明版『園冶』の影印出版は画期的な事件であり、中国の庭園研究の世界に大きな衝撃を
もたらした。これから中国国内の読者も明版『園冶』の原形を読むことができる上に、中
国庭園美学研究の国際化を促進し、『園冶』自体の伝播と研究に新しい貢献を創り出すこと
と評価でき、正に「得復此書旧観」34という八十数年前の中国営造学社の悲願を遂に完成し
たとも言えよう。 
 
四   「園冶」という用語の近代日本における受容と伝播 
 
 前述のように『園冶』は江戸時代に、原著のままで完全に保存する明代に彫刻された序
刊本が日本に伝えられ、「紅葉山文庫」のような特定者のみが閲覧できる図書館に保管され、
蔵書の数も限られ、開放範囲も一定の階層に限定された。従って、『園冶』は江戸時代の普
及範囲が広くないと考えられる。1872 年に明治政府が「書籍館」を開放したことに伴い、
『園冶』の様な善本典籍がようやく一般公開されるようになった。さらに近代化以来日本
の公共図書館の発展により普及し始めるのである。 
 『日本語国語大辞典』によれば、「作庭」や「庭園」の意味で使われる「園冶」という言
葉が、明治時代の美術や文学出版物にも登場するようになるが、これも明治期から『園冶』
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が書籍として普及した影響のためである。明治～大正という近代社会の中で形成された日
本美術界が、中国本国に先んじて『園冶』の価値を発見したと言えよう。また、橋川の解
説と闞鐸の序文が指摘したように、「園冶」の受容と伝播などの実況を中国の学者に伝えた
大村西崖本人が正にこの時代の美術史家だった。明治～大正期の『園冶』の普及に伴い、「借
景」など多くの専門用語と概念が日本の建築造園界と文学美学界にもたらされた。そして
『園冶』が近代日本に与えた影響は、まずは近代日本の庭園と、美術、文学などの多くの
分野で「園冶」という特殊用語の普及に現れている。『日本国語大辞典』によれば「園冶」
という言葉は日本語で二つの解釈があり、一つとは中国最古の庭園造成書であり、もう一
つとは庭園の装飾あるいは庭園自体を指す 35。言うまでもなく「園冶」とは日本語固有の言
葉ではなく、たとえ「庭園や庭園の装飾」という意味としても、明治期の『園冶』書籍の
伝播の影響で生まれたものと言える。今日でも、日本の各種辞書では「園冶」という言葉
についてまだ上記江戸以来の二つの基本的な意味が使われている 36。 
 それと異なり、中国では専ら書名としてのみ用いられ、「園冶」という言葉は却って常用
語として用いられることはない。中国の巨大データベースである「基本古籍庫」における
「園冶」をキーワードとした検索結果は以下の通りである。明清から民国までは全て九つ
に限られて、内に書名と重ねたものを除き、「作庭（庭園造営）」や「庭園（装飾）」という
意味が三つしかない。即ち、一つ目は明代の樊深が『（嘉靖）河間府志』（卷二十四人物志、
明嘉靖刻本、ｐ470）に曰く、『観省野物、登臨園冶、緩歩代車、無事為貴、又其幸四也』。
二つ目は清代陳鶴『明紀』（卷三、清代同治十年江蘇書局刻本、ｐ66）に曰く、『三曰不得
強占官民場泊園冶』。三つ目は清代張貞『杞田集』（卷四、清代康熙春岑閣刻本、ｐ51）に
曰く、『観山上怪石如牛馬如熊羆者、不可殫紀、園冶聞得其一二足称奇玩、棄置荒山、遂无
知者可為太息』37。 
 そして「園冶」という言葉における日本近代の受容、伝播及び使用過程においては、周
宏俊、小野良平、下村彰男などの「日本造園における借景用語の性格と変遷」論文で詳し
く研究し整理している。周宏俊らの考察により、江戸末期の 1830年に喜多村信節が初めて
「園冶」を文献資料として紹介し引用してから、「園冶」という特殊な語彙が明治と大正時
代に普及し始め、その意味も日本では二重性を持った。即ち書名としての「『園冶』（出典
計 5 箇所）及び「庭園の造成または装飾（「作庭」）」（出典計 8 箇所）である。下記に引用
される一覧表は周宏俊らに考察された明治から大正にかけて「園冶」という言葉を用いた
文献の流布状況である。 
明治と大正時期に「園冶」という言葉を用いた文献の流布状況 38 
番 発表年（西暦） 「園冶」使用文献名・著者 意味 掲載文献・著作 
1 江戸天保１年(1830) 『嬉遊笑覧』・喜多村信節 作庭 『嬉遊笑覧』専著 
2 明治 17年（1884） 『園冶の問』『園冶の答』・未詳 作庭 『大日本美術新報』 
3 明治 18年（1885） 『小説神髄』・坪内逍遥 書名 『日本国語大辞典』 
4 明治 22年（1889） 『園芸考』・横井時冬 書名 『園芸考』専著 
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5 明治 22年（1889） 『詩文の粉飾』・内田魯庵 作庭 『日本国語大辞典』 
6 明治 26年（1893） 『園芸の話』・前田健次郎 書名・
作庭 
『日本美術協会報告』 
7 明治 28年（1895） 『平安通志』・湯本文彦 作庭 『平安通志』専著 
8 明治 29年（1896） 『園芸小考』・森鴎外 書名 『園芸小考』専著 
9 明治 32年（1899） 『園苑源流考』・小沢圭次郎 作庭 『園苑源流考』専著 
10 明治 38年（1905） 『庭園の話』・本多錦吉郎 作庭 『日本美術協会報告』 
11 明治 43年（1910） 『支那絵画小史』・大村西崖 書名 『支那絵画小史』専著 
12 大正 5年（1916） 『明治庭園記』・小沢圭次郎 作庭 『明治庭園記』専著 
 
五  『園冶』における日本近代学術分野に対する影響 
 
 1701 年に最初に日本に伝えられて以来、『園冶』は直接に 18 世紀以来日本の造園と庭園
の美学を刺激しただけでなく、近代の「造園学」も生み出し、そして美術学と美学、文学
などの多くの分野に対しても影響をもたらした。さらにオランダ学者Wybee Kuitert氏の「日
本 17世紀後半の造園における「借景」技法スタイルの突然異変についての検証研究」によ
り、「園冶」が崇禎七年（1634）に登場すると、すぐ後の 1654 年に禅宗を日本に伝授した
中国詩僧隠元（1592-1673）と弟子の竜渓を通じて、当時の日本皇室の造園界に紹介された。
1670 年隠元は京都幡枝村を見学した後に「陀石の記」を書き（この文章は今でも京都円通
寺に保存されている）、当時中国庭園の審美観から深く賞賛されたこの陀石が、中国の美意
識に反して円通寺庭園の入り口に置かれたことで、寺院の背景となる遠山と融合して借景
的な審美効果を構成した。それゆえ、Wybee Kuitert 氏はさらに斬新な観点を提出した。つ
まり少なくとも「借景」という伝統的な造園技法と美学の範疇において、『園冶』は 17 世
紀後水尾天皇の全盛期（1640-1660）の京都地域の造園芸術と庭園の審美実践にはっきりと
影響を与えたのだと 39。 
 
（一）『園冶』により直接に日本近代園林学の「造園」概念の発生を啓発 
 日本近代以来『園冶』における紹介と研究について、日本の造園及び都市計画専門家で
ある佐藤昌教授（1903-2003）は自分の著書『園冶研究』の中に詳しく総括したことがある
40。上記の一覧表に示されるように、佐藤昌の考証によれば、日本文献で最初に『園冶』が
紹介されたのは江戸文政 13年（1830）喜多村信節（1783-1856）が編纂した類書『嬉遊笑覧』
の中であり、その「居処」節において著者の計成（字有無）や、「興造論」、「借景」「選石」
などの一部の内容を紹介している。またかつ周宏俊と小野良平、下村彰男らの調査研究に
よれば 41、日本近代園林研究史において『園冶』が最初に紹介された著作とは明治 22 年
（1889）歴史家横井時冬（1860-1906）の庭園専門書『園芸考』である。氏は本の中で『園
冶』と『花鏡』、『群芳譜』などの著作を中国園芸の専門書として紹介し、『園冶』が中国「庭
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の作り方」を知るための好著として特に評価している。そして日本近代園林研究史で初め
て『園冶』を直接引用し「造園」という言葉を使い始めたのは近代造園学者兼教育家の小
沢圭次郎である。明治 26 年（1893）『日本園芸会雑志』に発表された氏の論文『公園論』
で『園冶』から「雖由人作，宛自天開」という言葉を引用し、初めて「造園」という言葉
を使ったことから、小沢圭次郎が『園冶』を読んでその影響を受けたことは明らかである。
氏は庭園史に関する論文を多く書いたが、代表的なのは 1898年に発表された『園苑源流考』
（1890-1906年に『国華』誌に 141回連載された長文）で中国と日本の「借景」を比較する
際、「園治」という言葉を使ったが、日本ではもともと「園冶」を「園治」と間違えた先例
がある。また、小沢氏が 1901年に発表した『園苑源流考』には「建築園冶ノ材料」という
言葉があり、ここでの「園冶」が造園書の名ではなく造園の意味を示すことが分かる。こ
の点が注意に値するのは、前に述べたように「園冶」とは伝統中国語の常用語ではなく、
また現代日本語にも造園の意味が含まれていないためである。ただ『日本国語大辞典』の
みは「園冶」における二つの解釈つまり「中国最古の造園書名」と「造園及び庭園」とい
う説明があり、明治文学者坪内逍遥 1885 年の『小説神髄』と内田魯庵 1889 年の『詩文の
粉飾』を例に挙げ、両者とも「園冶」と「建築」を並べて述べていると解説している。ま
たほかには、森鴎外が 1896年に書かれた『園芸小考』などの著書の中で『園冶』にも言及
している。 
 周宏俊らの研究により、「園冶」という言葉は造園の意味として使われた例が、下記の例
のようにちょうど明治大正の頃にしばしば出現することが明らかにされた。1884 年『大日
本美術新報』には造園法に関する「園冶の問」と「園冶の答」という二つの文章が掲載さ
れ、これは正に最初の例である。1893 年建築家の前田健次郎が「園冶の話」を発表し、題
名の中の「園冶」とは造園という意味であり、しかも文中に『園冶』という書名も並べら
れている。歴史学者の湯本彦（1843-1921）は『平安通志』に天竜寺庭園を「本寺の園冶は
所謂嵯峨流の蘊奥を窮るを謂ふ」と大いに称賛した。画家兼造園家の本多錦吉郎は 1905年
の『庭園の話』の中で「此園冶即ち園芸の事」と記し「園冶」がすなわち造園の意味であ
ることを明示した。小沢圭次郎氏も後の「明治庭園記」で「則園冶能事畢矣」と賛嘆した。 
 要するに、「園冶」という言葉の出現と使用は日本の造園学界の『園冶』に対する関心と
密接に関係しているわけである。そして近代文献には「園冶」の語を「庭園」または「造
園」の二つの意味として交錯して使っている。正に明治期に日本の美術学、造園学などの
近代学科が次第に形成されて発展してきたことを背景に、『園冶』が日本の近代学者に注目
され始めたのである。 
 
（二）『園冶』により触発された日本近代園林学「造園学科」の誕生 
 『園冶』は直接に近代日本「造園」概念の発生を催した以外に、『造園修景大事典 5』43
により分かるように、日本近代の園林学科（「造園学科」）もまさに『園冶』研究に触発さ
れて建てられたのである。大正元年（1912）原煕は『園冶』から「造園」という言葉を取
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り上げ、これを名目に東京帝国大学で「造園学」講座を設け、日本園林学（造園学）の教
育と研究の先駆けとなった。1918 年日本庭園協会が設立され、同年に学術誌『庭園』が創
刊され、そして 1920年東京帝国大学に「造園学教室」が設立された。1924年上原敬二は東
京造園高等学校を創立し、1925年『造園学雑誌』を創刊した。また 1920年代京都大学で「造
園学」講座が開かれ、1930 年代日本高等園芸学校（現千葉大学園芸学部）が創立された等々
である 44。 
1916年から 1920年にかけて、田村剛と上原敬二は『大日本山林会報』という雑誌で『森
林美学と造園術』、『造園術と林学』、『造園の起源と芸術としての造園』など 13篇の重要な
造園学に関する論文 45 を発表し、日本の近現代的な造園学を育んだと考えられる。これら
の論文では「造園学」を林学などの他の学科と区別することに努め、造園概念と他の学科
との関連を解析し、造園の歴史を総括し、造園の体系的内容を拡充して、近代的な意味で
造園学における多くの概念を追加したが、その中で最も重要なのは日本の「造園」概念を
確立したことである。そして「造園」の定義について、田村剛は「造園術とは植物と岩、
泉などの自然物と亭榭と橋、灯籠、手水鉢などの建築物を材料にし、一定の位置と面積の
上で理想的な風景や建築的な構造を創り出す技術であろう」46と述べた。この指摘で分かる
ように、田村剛が定義した「造園」の概念は、伝統的な庭作り（庭園造成）技術に基づい
て整理されたものと考えられる 47。 
 
（三）『園冶』により日本近代美術学と文学などの分野に対する影響 
 造園専門書『園冶』は、日本近代造園学の発生を直接的に催しただけでなく、また美術
学や美学、文学などの分野にも様々の影響を与えた。李桓の「『園冶』の日本での伝播にお
ける研究」により 48、文豪森鴎外（1862-1922）は画家の本多錦吉郎の『日本名園譜』49 の
序文において、露伴子から『園冶』を借りて読んで「借景」という専門語にも関心を持ち、
『園冶』に書かれた「借景」は自然の山水に依拠しているが、実質的には自然の芸術を超
えている、と指摘した。ここに言う露伴子とは明治の文豪の幸田露伴（1867-1947）であり、
『五重塔』などの小説や史伝、紀行、随筆など多くの文学作品を著した。大正 15年（1926）
日本美術史家の大村西崖（1868-1927）は、著書『東洋美術史』50 に『園冶』を紹介し、そ
の版本が明代末期の名工劉照により刻まれたものまでと言及した。これらの事例は、日本
の文壇や美術界も早くから『園冶』に関心を持っていたことと証明している。 
 
六 昭和以来現代日本の学者の『園冶』に対する研究と普及 
 
 1889年、明治時代の造園史家の横井時冬（1860-1906）が日本で最初に出版された庭園専
門書の『園芸考』（横井時冬が死去した 34 年後に改名し再刊した）に『園冶』の概要を紹
介したのを契機に、『園冶』に関連する紹介と翻訳が続々と始まった。そして昭和時代に入
り、日本現代の造園学を始めたくさんの学者は更に『園冶』を多角的に研究した。 
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東京帝国大学農学部教授の原熙（1867-1934）と本多静六（1866-1952）が主宰する「造園
研究室」には『園冶』が所蔵されていた。佐藤昌は『園冶研究』で原熙教授の「奪天工」
という講義を聞いたことがあると記載している。陳植も『園冶注釈』の第二版の序文で、
本多静六教授の研究室で『園冶』を見たことがあると言及し、そして本多教授に「係購之
北京書肆」さえとも伝えられた 53 。「東洋建築史学の第一人者」と称えられる村田志郎
（1895-1985）は 1933年雑誌『書香』54第 51号の「新刊紹介」コラムで、『園冶』の作者と
編纂時期及び基本内容までも簡単に紹介した。前文に言及したが、村田志郎は中国営造学
社が『園冶』を再刊する際に闞鐸らの依頼を受け、内閣文庫版と対照し営造学社版『園冶』
の内容、特に図式の校訂に尽力したため、営造学社版の「重印園冶序」では村田志郎の厳
格な訂正によって『園冶』の再刊本は「殆已毫髪無遺憾」（ほとんど心残りは無い）という
完璧さに到達したと称賛している 55。 
中国古典園林研究家の岡大路（1886-1962）は 1938 年著した論文『支那宮苑園林史考』56
の第十四章第三節で『園冶』を紹介し、「相地」と「立基」「綴山」「選石」「借景」などの
部分を翻訳し解説した。これが日本で早期に『園冶』を詳しく紹介した専門論文となり、
それから氏が 1943 年に出版した『支那庭園論』57に再び収録された。なおこの本は『洛陽
名園記』と『呉興園林記』『園冶』『長物志』『笠翁偶集』などの文献も取り上げ、中国庭園
史の優れた通史となった。特に『園冶』における論述では、各章の内容を簡潔に述べた上
で、「興造論」と「園説」以外の原文も日本語に翻訳した。大正昭和期の中国美術家の杉村
勇造（1900-1978）は 1966 年中国庭園を研究する専門書『中国の庭―造園と建築の伝説』58
を出版し、その「明代の庭園書」節で『園冶』の内容を概要的に紹介している。杉村勇造
は戦前中国に 22年間住んでいたため、中国の金石と歴史・美術・文化財などについて独特
な興味を持ちいずれも精通していた。昭和の東洋園林研究家の稲次敏郎（1924-2009）は、
住宅と庭園の関係をテーマに日中韓三国の古代民家と庭園を考察し、1987 年『中国庭園の
研究--住居と庭園の関係について』59を著した。文中では『園冶』の基本精神を「その土地
の事情に合わせて適当な方法をとるべき」と総括し、また「一宅庵二花木三水石」と「隔
と曲」「奇と勢」「借景」などの五つの重要な概念に抽出した。日本戦後の「中国建築史研
究第一人者」と称された中国庭園建築史学者の田中淡 60（1946-2012）は 1985 年『中国造園
史研究の現状と諸問題』61、1989年京都大学博士論文『中国建築史の研究』62、そして 1994
年『園冶の世界：明末の造園論』63など『園冶』に関する多数の著書や論文を発表した。 
昭和以来の日本人学者の「園冶」に対する研究をまとめると、最も重要な成果は下記の 3
点の専門書に属すべきと考えられる。 
 一つ目は橋川時雄（1894-1982）が 1970年に所蔵の『木経全書』を利用し自ら解説して出
版した『園冶』である（前掲）。氏の研究により、この版は内閣文庫所蔵の明序彫刻版と同
じ版本で、ただ書名を変更し、阮大鋮の「冶序」を削除したところのみが違う。そして橋
川氏は江戸の中国輸入書の中でその蔵本に関する記録を見つけることができなかったため、
この本は禁書とされた可能性があり、密輸ルートを通じて日本に伝えられたと推測してい
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る 64。 
 二つ目は大正昭和期に有名な造園学者で東京高等造園学校の創立者（現東京農業大学造
園学部）林学博士の上原敬二 65（1889-1981）が 1972 年に東京加島書店で出版した、氏の編
纂したシリーズ『造園古書叢書』（全 11巻）第十冊の『解説園冶』という本である。該当シ
リーズには『園冶』のほか、中国水墨画技法集大成の『芥子園画譜』や日本造園経典の『築
山庭造伝』などの名著も収録されている。上原氏の『解説園冶』は主に 1932 年中国営造学
社版をベースにした大連右文閣本を参照しながら、橋川時雄の『木経全書版』の『園冶』
と照らし合わせたものであり、陳植が『園冶注釈』第二版を出版する際、この内容も参考
にしたことがあると記述している。 
 三つ目は昭和の有名な造園学者で日本造園学会会長を務めた東京農業大学造園学教授の
佐藤昌農学博士 66（1903-2003）が 1966年出版した『園冶研究』67である。該著は主に営造
学社版の『園冶』をベースにした一方、陳植の『園冶注釈』を参照し、陳氏による営造学
社版の訂正を受け継げ、そして翻訳と解説の面でも陳版を参考にしたものである。 
 
七 『園冶』における現在日本国内外研究の状況 
 
上述の日本人学者の『園冶』研究のほかに、最近二十年以来、日本在住の中国人学者が
『園冶』研究について頭角を顕し始め、成果も影響も侮れない。 
 2002 年、中国台湾学者の楊馥妃は「日本建築学会関東支部会議」で論文「中国と日本庭
園比較研究：『園冶』と『作庭記』の比較」を発表した 68。中国人学者で長崎総合科学大学
の李桓は 2004 年から 2013 年にかけて、『園冶』における研究論文 2 篇と『園冶』3 章の翻
訳解説を発表した：「『園冶』とその著者」（『長崎総合科学大学紀要』第 44 巻第 2 期ｐ371-
ｐ376、2004年 3月）、「『園冶』における翻訳と解説――「興造論」」（同ｐ377-ｐ379）、「『園
冶』における翻訳と解説――「園説」」（同ｐ381-ｐ333）、「『園冶』における翻訳と解説――
「相地」」（『長崎総合科学大学紀要』第 53巻ｐ1－ｐ7）、2012年）、及び「『園冶』における
日本での伝播及び現代造園学に対する意義」（『中国園林』ジャーナル「特別テーマ『園冶』
研究」ｐ65-ｐ69、2013 年第 1 号）。特に最後の論文では、李氏は日本で『園冶』の版本・
写本の流布と伝播状況及び日本造園学科の発展変化について詳しく論じただけでなく、『園
冶』の精華を「園」「景」「因」「体」「宜」など六つの核心概念としてまとめて分析した上
で、これをもって現代の造園学に対する『園冶』の啓示的意義を分析した。 
 最近十年以来日本の『園冶』研究と言えば、中国同済大学建築都市計画学院の周宏俊の
研究が最も傑出している。氏は六本の『園冶』関係の重要な学術論文を発表しただけでな
く、日本造園学会の研究成果賞も受賞した。2012年、周氏は博士論文「借景の展開と構成：
日本と中国造園における比較研究」69を以って東京大学農学部造園学科から農学博士号を授
与された。2012年から 2014年にかけて氏は東京大学農学部造園学科で「中日庭園の借景に
おける比較」というポストドクターの研究テーマにおいて、「中日庭園借景比較」の一連の
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論文を発表した。特に「『園冶』における日本での版本と、伝播、影響、及び中日比較研究」
というテーマについて詳細な検証と綿密な論述を行ってきた。とりわけ 2013 年周氏は「借
景における展開と構成の中日比較」という研究プロジェクトを独自に完成し日本造園学会
2012年度「研究論文部門・造園学会賞」を受賞した 70。 
 周氏が日本で発表した『園冶』における考察研究の一連の論文は次の通りである。「中国
造園借景用語の展開と構成について」（周宏俊、小野良平、下村彰男共著、『景観研究』第
74 巻第 5期ｐ389-ｐ394、2011年）、「借景の展開と構成――日中両国造園に関する比較研究」
（周宏俊著、東京大学農学生命科学研究科博士学位論文、2012 年 3 月）、「日本造園借景用
語の性格とその変遷について」（周宏俊、小野良平、下村彰男共著、『景観研究』オンライ
ン論文集、第 5期ｐ17-ｐ27、2012年）、「借景の意義」（周宏俊著、『中国風景園林学会 2012
年会論文集』ｐ156-ｐ159、中国建築工業出版社、2012年）、「日本借景庭園空間構成におけ
る研究構成の研究」（周宏俊著、『日本建築学会計画系論文集』第 78巻第 689期 1659-1666、
2013年）。 
 日本在住の中国人学者のほか、日本在住の外国人学者も近年『園冶』における研究成果
を発表してきた。その中で京都芸術大学客員教授の日本庭園芸術研究家、オランダ人学者
Wybee Kuitert氏がその中で卓越した研究者と言える。すでに紹介した彼の「借景―-中国『園
冶』（1634）理論と 17 世紀日本造園芸術実践」という論文を紹介したほかに、2012 年中国
風景園林学会と武漢大学が主催した「計成誕生 430 周年記念シンポジウム」で「『園冶』―-
私たちの環境を形作る」（董星晨訳、傅凡学校）と題した学術論文を発表した 71。その深い
東方庭園についての学問素養と広い比較美学の視角から鋭く大胆な仮説と着実で周到な考
証成果を提出し、我々の耳目を一新させた。 
 
八   日中及び世界に広げる『園冶』の交流往来 
 
 日本で最も権威的な情報検索システムの「日本国立国会図書館検索」で「園冶」という
キーワードを調べると、本文の執筆時点で日中両国に関わる 72箇条の検索結果が見つかる。
その内訳は江戸時期中国から輸入した華日堂版『園冶』などの版本（写本を含む）計 11種
と、関連研究専門書計 9種、そして研究論文や関連文章計 11 種である。一方、明治時代の
内閣文庫蔵書を収蔵している「日本国立公文書館」で「園冶」を検索すると、6箇条の関連
記録が見つかり、いずれも明治政府の「内閣文庫・漢書・子部」における『園冶』原書版
本の文献である。その内訳は、即ち三巻三冊の「内閣文庫明序刊刻本」いわゆる最古且つ
最も正統の「紅葉山文庫版」序刊本（明代崇禎七年版）計一部、江戸寛政七年（1795）鈔
写された三巻三冊の「林家（大学頭）蔵書版」の写本計一部、刊行時期不詳で上中下三分
冊の林家大学頭所蔵の写本計三部、また上記江戸蔵書版本のほか、中華民国 22年刊行され
た即ち 1932年中国営造学社再刊版の一冊の『園冶』計一部など、以上総計六部が確認され
る。 
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 正に『漢書・芸文志』に「仲尼有言：礼失而求諸野」、顔師古注の「言都邑失礼、則於外
野求之、亦将有獲」とそれぞれ言われるように、『園冶』は 1634 年刊行されて以来、凡そ
300 年間に亘り中国で痕跡を残さなかったが、幸いにも 1701 年に日本に伝わって、貴重な
1634 年明代序刊の版本が「内閣文庫」に保存された。これが海内の最も正統な嫡出の版本
と言えよう。1932 年中国営造学社版『園冶』を刊行した朱啓釿の「重刊園冶序」及び闞鐸
の「園冶識語」及び 1988年陳植『園冶注釈』第二版の「再印刷園冶序」などから分かるよ
うに、『園冶』が中国で刊行されてから三百年後の 1932 年に、営造学社の朱啓釿と闞鐸ら
と日本の友人たちの様々の努力により、幸いに喜詠軒復刻版をもとに日本内閣文庫所蔵の
明序刊本を対照し参考して、『園冶』は漸く中国国内全文で再刊されるようになった。一方、
喜詠軒本、そして特に営造学社本は再び日本に伝えられ、橋本時雄と上原敬二、佐藤昌等
日本の『園冶』専門家の解説と研究に参照された。1986 年佐藤昌の『園冶研究』は陳植の
1985年『園冶注釈』第一版の注釈と訳文を十分に参照した。一方、1988年陳植が増補して
『園冶注釈』第二版を出版した際には、日本内閣文庫本のフィルムと上原敬二の『解説園
冶』を参照したのである。 
 そして現在日本国立国会図書館に所蔵される『園冶』に関する中国語研究資料も随時に
更新され、中国での出版とほぼ同時に関連刊本と研究論書が収録されている。西晋成公綏
の『烏賦』に曰く『雛既壮而能飛兮、乃銜食而反哺』のように、中日の間は一衣帯水と言
われる近隣の国同士で、隋唐以来書物の往来が盛んで衰えず、その間『園冶』の保存と研
究も両国の間を行き来し、互いに足らざるを補ってきた。 
 日中両国における『園冶』の再発見と再評価に伴い、とりわけ近年中国では『園冶』に
関する研究が盛んに行われて成果も著しいことになった。その中に 2012年 11 月 23～24日
武漢大学で開催された「計成誕生 430 周年記念シンポジウム」と中国風景園林学会歴史専
門委員会準備会議は、まさに『園冶』と作者の計成に対する研究の一大イベントと言えよ
う。大会にはイギリスとオランダ、オーストラリア、日本など各国の学者から 48篇の論文
が提出され、『園冶』の文化と『園冶』の論述、『園冶』の実践などの 3 大部分に分けられ
て議論が行われた。その中の優秀な論文は続々と『中国庭園』雑誌に発表されただけでな
く、全ての論文は 2016年『「園冶」論叢』として出版された 72。 
 2019年は計成生诞の 438周年になり、そして『園冶』刊行の 387周年でもある。当时『園
冶』は出版された途端に禁書として封殺された悲惨な境遇に比べ、今や『園冶』は中国唯
一の古典園林美学思想集大成の専門書と評価され、その豊かで深い美学思想と自在な造園
の技の提唱によって再び中国と日本ひいては全世界の注目を集めている。そして新世纪に
至ってもその内在的な美学的価値は絶えず汲み上げられ、人類が“詩的な棲息”という偉大な
理想郷を実現することを手助けしているのである。 
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1 計成、『園冶』、日本国立公文書館、“内閣文庫-漢書-子部”所蔵：写本 3 巻 3 冊，江戸寛
政七年（1795）。 
2 橋川時雄解説、『園冶』序、東京：渡辺書店,1970。 
3 佐藤昌、『园冶研究』序、 日本造園修景協会東洋庭園研究会,1986。 
4 田中淡、「園冶の世界：明末の造園論」、『月刊しにか』編集室編、東京：大修館書店, 1994-02。 
5 陳植注释、『园冶注释』序、第二版、北京：中国建筑工業出版社、1988:1-7。 
6 田中淡、「中国造園史研究の現状と諸問題」、日本造園学会誌『造園雑誌』51－3、1985。 
7 山𦚰悌二朗、「長崎の唐人貿易」、『日本歴史叢書 6』、東京:吉川弘文館，1964。 
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大阪：関西大学東西学術研究所,1967。 
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10 橋川時雄解説、『園冶』、東京：渡辺書店、1970：33－35。 
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ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5、2012。 
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15 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5,2012、注釈 97。 
16 『国史大辞典』第十三卷、日本国史大辞典編集委員会編、東京：吉川弘文馆、1992: 850。 
17 同上第七卷、日本国史大辞典編集委員会編、東京：吉川弘文馆、1986：608-610。 
18 『内閣文庫百年史』、国立公文書館編、東京：汲古書院、1985：31-32。 
19  同上『内閣文庫百年史』、1985：30。 
20 同上『内閣文庫百年史』、1985：14。                                                              
21 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5、2012。 
22 「日本国立公文書館デジタルアーカイブ・簿冊詳細・園冶」、2019年 6月 20日閲覧, 
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/F1000000000000102355.html 。 
23 李桓、「『園冶』在日の伝播及びその現代造園学における意義」、『中国園林・「園冶研究」
特集』、2013（1)。 
24  計成、『園冶』、日本国立公文書館「内閣文庫・漢書・子部」所蔵、写本 3 卷 3 册、江
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26 梁潔、「『園冶』における若干明刻本と日抄本の弁識と分析」、『中国出版』、2016(11）：
65-68。 
27 『園冶』における在日版本の問題について、周宏俊の下記の論文に詳しく見られる。 
① 周宏俊、「借景の展開と構成――日本・中国造園における比較研究」、東京大学農学生
命科学研究科博士学位論文、2012年 3月。 
② 周宏俊、小野良平、下村彰男、「中国造園における市借景という用語の展開と構成」、『ラ
ンドスケープ研究』Vol.74、 No.5、2011:389-394。 
③ 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集、Vol.5、 2012:17-27。 
④ 周宏俊、「日本における借景庭園の空間構成に関する研究」、『日本建築学会論文集』
Vol.78、No.689、 2013:1659-1666。 
⑤ 周宏俊、「借景の意義」、『中国風景園林学会 2012 年大会論文集』、北京：中国建筑工業
出版社、2012:156-159。 
28 橋川時雄解説、『園冶』、東京：渡辺書店、1970。 
29 『20世紀日本人名事典』・「橋川時雄紹介」、東京：日外アソシエーツ株式会社、2004。 
30 林洙、『魯班の大門を叩き―中国営造学社史略』、北京：中国建筑工業出版社、1995:21-32。 
31 日本国立国会図書館オンライン検索： 
https://iss.ndl.go.jp/books?ar=4e1f&any=%E5%9C%92%E5%86%B6&op_id=1&display=&so
rt=ua 2019年 6月 20日閲覧。 
豆瓣サイト「中国造園史」グループ: ① オックスフォード漢学書目-園林部分、 
https://www.douban.com/group/topic/40355985/ 2019年 6月 20日閲覧。 
②『園冶』関連研究文献及び論文概要における資料： 
https://www.douban.com/group/topic/1710297/ 2019年 6月 20日閲覧。 
32 陳植・杨超伯注釈と解説、『園冶注釈』(第二版・再刊版）、北京:中国建筑工業出版社、
2017。 
33 築夢郷村、「中国古代造園専門書『園冶』における日本造園学と文学、美術などの領域
への深い影響」、『每日頭条・文化版』、 https://kknews.cc/culture/n3mply5.htm  
2019年 6月 20日閲覧。 
34 同上。 
35 『日本国語大辞典』第二卷・第二版編集委員会、小学館国語辞典編集部編、東京：小
学館、2001:787。 
36 日本各類の辞書で『園冶』における解釈について： 
① 『ブリタニカ国際大百科事典・小項目事典』、東京: ブリタニカ・ジャパン株式会社、
2014。『園冶』：中国の造園技術書。3巻。明末の計成の撰。崇禎 7 (1634) 年刊。本書は
相地、立基、屋宇、装折、門窓、墻垣、鋪地、掇山、選石、借景などの 10項目に分れ、
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多くの図を挿入し説明しており、造園研究の重要な参考書といえる。計成は字が無否、
江蘇省呉江県の人。 
② 『世界大百科事典』第２版、東京：株式会社平凡社、2009。『園冶』：中国の代表的な
造園理論書。明の 1634年(崇禎 7)、計成の撰。全 3巻。総論にあたる興造論、園説と各
論の相地、立基、屋宇、装折、欄杆、門窓、墻垣、鋪地、掇山、選石、借景からなる。
庭園は自然の風致を窮極の目標とし人工的な造営によって自然の境地に到達すること
を主旨として、庭園配置や建築意匠は従来の規格や慣習にとらわれず、状況に応じて
選択すべきという文人造園家特有の自由な思想を特色とする。(田中淡執筆) 
③ 『大辞林』第三版、東京：三省堂、2006.『園冶』：中国最古の庭園書。明の計無否（別
名、李計成）が 1635 年にその作庭理論を著したもの。序文中に「造園」の語が用いら
れている。 
④ 『精選版 日本国語大辞典』１巻（あ～こ）、東京：小学館、2005。『園冶』：[1]〘名〙 庭
としてかざったもの。庭園。※小説神髄（1885）〈坪内逍遙〉上「所謂有形の美術は絵
画、嵌木、繍織(おりもの)、銅器、建築、園冶等をいひ」。[2] 中国、明代、呉江の人、
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37 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
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63 田中淡、「園冶の世界：明末の造園論」、『月刊しにか』，『月刊しにか』編集室編、東京：
大修館書店、1994(2）。 
64 李桓、「『園冶』の在日伝播及びその現代造園学の中の意義」、『中国園林・「園冶研究」
特集』、2013(1）：65-69。 
65 『20世紀日本人名事典・上原敬二紹介』、東京：日外アソシエーツ株式会社、2004。 
66 「造園科学科のあゆみ」、東京農業大学造園科学科ホーム、https://www.nodai.ac.jp  
67  佐藤昌、『園冶研究』、東京：日本造園修景協会東洋庭園研究会出版、1986。 
68 楊馥妃、「中国と日本の庭園比較研究 :『園冶』と『作庭記』との比較を介して」、『日
本建築学会関東支部研究報告集 II』72－(593-596)、2002(2）。 
69 学位論文要旨データベース検索結果-東京大学学位論文データベース,  
https://repository.dl.itc.utokyo.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view
_main_item_detail&item_id=5549&item_no=1&page_id=28&block_id=31 。2019年 6月 20
日閲覧。 
70 公益社団法人日本造園学会「平成 24年度受賞者一覧」： 
https://www.jila-zouen.org/awards/jila_award_winners/h24 2019年 6月 20日閲覧。 
71  張薇・楊鋭編集、「『園冶』論叢」、中国風景園林学会理論と歴史専門委員会主編、北京：
中国建筑工業出版社、2016(9）。 
72 同上。「『園冶』論叢」に収録された論文は 48篇に至り、その目録は下記の通りである
（「論文名＋著者」という順でまとめられる）。 
    序一孟兆祯，序二陈晓丽，第一篇《园冶》文化（15篇）： 1、初探《园冶》书名及其“冶”
义兼论计成“大冶”理想的现代意义——为纪念计成诞辰 430,周年作,金学智：2、《园冶》
的环境美学思想, 陈望衡： 3、从计成到威廉•钱伯斯：在《园冶》的视野下重读《设计》
和《东方园艺论》,邱治平（著、校译）舒阳（译）：4、计成《园冶》在欧美的传播及影
响,（英）夏丽森：5、论道《园冶》——《园冶》传统哲学思想浅析,赵光辉：6、《园冶》
与中国古典造园艺术, 吴宇江： 7、计成《园冶》的理论价值, 封云、曾广钧：8、《园冶》
与扬州古典园林, 梁宝富：9、朱启钤先生对《园冶》重刊的贡献, 傅凡、李红：10、《园
冶》与晚明江南园林文化的转变, 顾凯：11、《园冶》中“雅”的美学思想及“雅”的景观, 任
康丽：12、《园冶》哲学思想与中国传统山水画美学思想关系探微,林禄盛、谢祥财、 刘
存有、苏晓毅、樊国盛：13、浅析《园冶》中的生态美学思想,刘新宇、刘纯青： 14、《园
冶》的哲学观及其现代启示, 周燕：15、《园冶》体现了中国画论之“六法”精华,苏和： 第
二篇《园冶》考据（21篇）：16、《园冶》理论研究与实践 30年——纪念计成诞辰 430周
年, 顾盂潮：17、论《园冶》的“入境式”设计、写作与解读方法,王绍增：18、《园冶》书
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名英译之刍议,王绍增：19、计成与阮大铖的关系及《园冶》的出版,（英）夏丽森：20、
动与静——《园冶》园说篇文句结构及论题刍议,（澳大利亚）冯仕达（著）、张鹏（译）、
张思锐（校）：21、《园冶》在日本的传播及其在现代造园学中的意义,李桓：22、 《园冶》
成书、出版时间地点及近现代研究考释, 王劲韬：23、《园冶-兴造论》释疑举例,  王劲韬：
24、《园冶》研究的回顾与展望, 张大鹏、张薇：25、《园冶》近代重刊及其对近代造园学
科之影响初探,段建强：26、浅析《园冶》中关于古典园林的“墙垣”,阎妮、齐飞：27、《园
冶》与植景设计探析, 张楠、高翅：28、 一时三杰——计成、文震亨与张南垣 ,李红、
傅凡、李春青：29、浅析《园冶》中的“宜”, 汪宏、金荷仙：30、百艺《园冶》楷书历史, 
张松尔、张婷婷：31、 结合《园冶》及汉晋园林浅议习家池造园, 范顺、周丰、邵平： 32、 
关于《园冶》局限性的认识与思考, 杨滨、章师琦：33、《园冶》“陆云精艺”句疑义试析, 李
红、傅凡：34、《园冶》“陆云精艺”句再析,贾瑁：35、“言说”与“实践”——《同冶》与江
南园林互文性诠释, 张恒：36、《园冶•题词》释义解析,王劲韬：第三篇 《园冶》实践（12
篇）:37、借景浅论, 孟兆祯：38、《园冶》理论的普世价值及其对建设美丽中国的指导作
用, 张薇：39、塑造我们的环境：《园冶》（荷兰）崴比・奎台特（撰文）、董星晨（译）、
傅凡（校）：40、《园冶》中的宜居环境思想及其现代运用, 周燕、王江萍：41、《园冶》
与植物生态学,李戎、陈晓德、谢晓峰：42、从《园冶》到《园衍》的思考——中国风景
园林学觅径,齐羚：43、《园冶》天人合一观念对城市与自然共生的启迪, 韩旭、王江萍：
44、 浅议现代宜居社区环境建设——从《园冶》谈起, 齐百、阎妮：45、《园冶》与中小
城市绿化建设, 王军围：46、《园冶》古典生态理论对现代园林设计的启示, 战杜鹃：47、
诗意栖居建筑学的入门教材——《园冶读本》,顾孟潮：48、 纪念计成诞辰 430周年国际
学术研讨会暨中国风景园林学会理论与历史专业委员会筹备会议召开, 金荷仙、裴梓博。
附表： 附表 1、 1923－2013年期间出版的有关计成《园冶》的著作一览表：附表 2、 1926
－2015年期间发表的有关计成《园冶》的论文一览表： 跋。 
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Abstract 
The Dissemination and Impact of the Yuanye “The Craft of Garden” 
on Japan 
Weitao Zhang 
This paper examines the preservation in Japan of the book “Yuanye” and its current state 
of dissemination throughout the world, and also studies the acceptance and 
establishment of the art word “Yuanye” and the influence of “Yuanye” on modern and 
contemporary Japanese science. Moreover, the research results of foreign scholars 
living in Japan and the exchange of information concerning “Yuanye” between Japan 
and China are summarized comprehensivery. The history and the current state of the 
propagation and research of “Yuanye” between Japan and China are grasped completely. 
Keyword 
The Book of Yuanye, the Yuanye terminology, currency of editions, reception and 
spreading, interchanges and researches. 
 
中国語のタイトルと概要、キーワード： 
《园冶》在日传播及其影响 
张渭涛 
概要： 
本文综合考察了《园冶》在日古版的保存与甄别、当今版本的世界流布现状、“园冶”语义
的在日接受与传播、《园冶》 对近现代日本学术的影响、近现代日本对《园冶》的研究、在
日中外学者的《园冶》研究、以及《园冶》在中日之间的交流往来等方面，力图全面总结迄
今为止《园冶》在中日之间传播与研究的历史与现状。 
关键词： 
    《园冶》：“园冶”：版本流布：接受与传播：交流与研究。 
